
霊 190厖 ポ

翌
日
９
時
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

で
真
岡

へ
向
け
て
出
発
す
る
。
直
線
距

離
で
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な

い
が
、
豊

原
か
ら

一
旦
南
下
し
て
北
上
す
る
道
で

あ
る
た
め
、
２
時
間
程
度
の
道

の
り
に

な
る
。

ソ
連
時
代
、
食
糧
、
穀
物
調
達

危
機
を
解
消
す
る
た
め
全
土
に
展
開
さ

れ
た

コ
ル
ホ
ー
ズ

（集
団
農
場
）
は
、
ソ

連
崩
壊
と
と
も
に
解
体
し
た
。
樺
太
で

も
、
郊
外
に
で
る
と
放
置
さ
れ
た

コ
ル

ホ
ー
ズ

の
農
地
が
点
在
。
開
墾
と
は
逆

に
農
地
か
ら
荒
野
に
戻

っ
て
い
く
過
程

が
車
窓
に
流
れ
る
。

道
中
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
は
ト
イ
レ
。
都
市
部
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

等

の
ト
イ
レ
は

一
応
整

っ
て
い
る
が
、

公
衆
ト
イ
レ
は
全
く
と
言

っ
て
よ
い
ほ

ど
、
な

い
。
ま
し
て
や
街
を
離
れ
る
と

皆
無
で
あ
る
。
男
性
に
と

つ
て
は
沿
道

の
い
た
る
と
こ
ろ
が
ト
イ
レ
で
あ
る
が
、

女
性
は
朝
か
ら
水
分
摂
取
を
控
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
辛

い
。
唯

一
途
中
に
ト
イ

レ
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ

な

い
施
設
が
あ
る
と

い
う
。
そ
れ
も
行

っ
て
み
て
の
話
で
あ
る
。

道
中
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
比
較
的

多
く
目
に
入
る
。
ガ
ス
欠

の
恐
怖
は
な

い
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
で

１
リ

ッ
タ
１
３６
ｏ
ｌ
ル
ー
ブ
ル
、
約
１

１
８
円
。　
一
般
庶
民
の
月
給
を
６
万
円

と
考
え
る
と
結
構
高
い
。

道
沿
い
に
立
つ
電
柱
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
も
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
木
製
が
多

く
し
か
も
細
い
。

５０
年
前
の
北
海
道
の

農
村
の
よ
う
で
あ
る
。
発
電
所
と
結
ぶ

高
圧
線
は
鉄
骨
な
が
ら
や
は
り
細
く
、

送
電
線
自
体
も
細
く
本
数
は
多
く
て
３

～
４
本
の
数
、
送
電
能
力
の
イ
ン
フ
ラ

の
脆
弱
さ
が
垣
間
見
え
る
。

樺
太
の
電
力
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が

再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
表
明
し
、

今
後
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
の
拡
大
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
ま
だ

既
存
の
火
力
発
電
に
頼
る
。
能
力
は
、

発
電
、
送
電
と
も
に
ト
ー
タ
ル
と
し
て

は
充
分
と
は
言
え
ず
、
今
後
の
需
要
増

に
充
分
に
対
応
で
き
る
状
況
に
は
ま
だ

な
い
よ
う
だ
。
ロ
シ
ア
は
地
域
に
よ
っ

て
電
カ
シ
ス
テ
ム
が
異
な
り
価
格
も
大

き
な
差
が
あ
る
。
樺
太
を
含
む
極
東
は

価
格
が
高
く
、
今
後
の
振
興
に
あ
た

つ

て
の
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
日

本
で
は
経
産
省
と
産
業
界
が
共
同
で
イ

ン
フ
ラ
輸
出
タ
ー
ゲ
ツ
ト
の
１
つ
と
し

て
樺
太
お
よ
び
極
束
の
電
力
開
発
を
見

据
え
て
お
り
、
ロ
シ
ア
電
力
政
策
の
ウ

ェ
イ
ト
が
よ
り
極
東
に
向
う
よ
う
に
期

待
す
る
。
日
本

へ
の
電
力
輸
出
の
構
想
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も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

１
時
間
超
走

っ
た
。
庭
に
ダ
リ
ア
が

満
開
の
宿
泊
施
設
で
樺
太
犬
の
門
番
が

吠
え
る
。
通
訳
が
交
渉
し
て
、
無
事
に

ト
イ
レ
を
借
用
し
て

一
息

つ
い
た
後
、

真
岡
市
街
を
は
る
か
に
望
む
熊
笹
峠
に

あ
る
ロ
シ
ア
の
終
戦
記
念
碑
に
立
ち
寄

つ
た
。
終
戦
時
ロ
シ
ア
軍
を
迎
え
撃
つ

た
め
に
構
築
し
た
日
本
軍
の
ト
ー
チ
カ

が
草
む
ら
に
今
も
残
る
。
こ
の
中
に
潜

み
上
陸
す
る
ソ
連
軍
を
迎
え
撃

っ
て
最

後
の
戦
い
を
挑
ん
だ
の
だ
。
戦
勝
者
に

は
大
き
な
勝
利
記
念
碑
（御
多
分
に
も

れ
ず
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
天
辺
に
は
お
な

じ
み
の
大
砲
が
展
示
）
が
残
り
、
敗
者

に
は
草
生
し
た
聖
壕
が
残
る
の
み
。
戦

争
と
い
う
も
の
の
本
質
を
ま
た

一
つ
見

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
武
器
を
展
示
す

る
こ
と
が
好
き
な
国
民
だ
。

熊
笹
峠
か
ら
真
岡

へ
一
気
に
下
る
坂

道
は
迫
力
が
あ
る
。
幅
広
く
見
通
し
が

良
く
快
適
な
道
だ
が
、
か
な
り
の
急
坂

だ
。
登

っ
て
く
る
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の

喘
ぎ
が
聞
こ
え
る
。
近
年
山
を
削

っ
て

整
備
し
た
よ
う
だ
が
、
整
備
前
は
相
当

な
難
所
で
は
な
か
つ
た
か
。

真
岡
は
大
陸
と
の
交
通
の
要
所
に
あ

た
る
港
湾
都
市
で
樺
太
第
二
の
都
市
。

一

人
口
は
ピ
ー
ク
時
５
万
人
超
を
数
え
た

が
、
ソ
連
崩
壊
の
経
済
混
乱
で
減
少
し
、

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
で
は
３
１
０

０
０
人
で
あ
る
。

ま
ず
、
真
岡
港
北
に
広
が
る
プ
リ
モ

ー
ル
ス
キ
ー
公
園
に
到
着
、
市
民
の
憩

い
の
場
ら
し
く
、
小
さ
い
子
ど
も
が
ゴ

ー
カ
ー
ト
等
で
遊
ん
で
い
る
。
脱
線
す

る
が
、
ロ
シ
ア
の
子
供
は
も
の
す
ご
く

可
愛
い
。
ま
る
で
人
形
の
よ
う
。
ま
た

若
者
は
ハ
ン
サ
ム
で
、
若
い
女
性
は
ス

マ
ー
ト
で
実
に
美
し
い
。
オ
リ
ン
ピ

ツ

ク
等
で
活
躍
す
る
美
貌
の
体
操
選
手
や

バ
レ
リ
ー
ナ
が
特
別
な
存
在
で
は
な
い

の
だ
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
？
　
そ
の
他

の
年
代
に
つ
い
て
は
特
に
書
か
な
い
。

真
岡
港
の
防
波
堤
は
か
な
り
傷
ん
で

い
る
。
や
は
り
長
く
放

っ
て
お
い
た
印

象
だ
。
い
か
に
も
年
金
生
活
者
の
よ
う

）

な
老
人
仲
間
が
釣
り
を
し
て
い
る
。
北

海
道
で
い
う

「
チ
カ
」
の
仲
間
だ
ろ
う

か
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
釣
れ
て
い
る
。

一
体
み
の
後
、
真
岡
で
ど
う
し
て
も

見
た
い
ポ
イ
ン
ト
、
王
子
製
紙
真
岡
工

場
跡
に
直
行
し
た
。
鉄
道
と
港
湾
に
挟

ま
れ
た
、
工
業
立
地
と
し
て
は
最
良
の

広
大
な
敷
地
に
そ
び
え
る
巨
大
な
塔
と

２
本
の
大
煙
突
と
６
階
建
て
の
事
務
所

ビ
ル
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
広
が
る
製

造
施
設
。
し
か
し
な
が
ら
屋
根
は
落
ち
、

壁
は
崩
れ
、
窓
は
ガ
ラ
ス
が
な
く
、
全

て
が
こ
れ
以
上
な
い
と
い
う
ほ
ど

朽
ち
て
い
る
。
以
前
施
設
内
に
入
　
　
一一

つ
た
人
の
話
を
聞
く
と
野
良
大
が
　
　
一一

住
み
着
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
　

一

野
良
犬
と
い
う
と
樺
太
に
は
野
良
　
　
一一

大
が
多

い
。
旅
行
の
注
意
事
項
の
　
　
一

中
に
、
狂
大
病
の

恐
れ
が
あ
る
た
め

野
良
大
に
触
れ
な

問
　
　
い
よ
う
に
と
の
記

難
　
　
述
が
有
る
ほ
ど
だ
。

神　　王神駄に―こ真嘲だ

利
　
　
り
の
な

い
日
本
人

勝
　
　
に
も
シ
ョ
ツ
キ
ン

グ
な
光
景
だ
ろ
う
。

ま
し
て
今
回
は
ツ
ア
ー
客
に
は
ゆ
か
り

の
あ
る
人
が
多
い
。
し
ば
し
皆
声
が
出

な
い
。
真
岡
に
１７
歳
の
時
に
す
ん
で
い

た
と
い
う
女
性
の
目
に
は
涙
が
浮
か
ん

で
い
た
。
こ
の
工
場
跡
は
近
く
取
り
壊

し
が
決
ま

っ
た
と
聞
い
た
。
樺
太
が
今

後
発
展
す
る
た
め
に
は
こ
の
工
場
跡
地

の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
廃
墟
に
な
り
な
が
ら
残

っ
て
い

た
こ
と
の
方
が
奇
跡
と
言
え
る
。
そ
れ

だ
け
、
ソ
連
時
代
、
ソ
連
崩
壊
後
を
通

じ
で
投
資
が
低
調
で
あ

っ
た
こ
と
を
物

語
る
。

朽ちるばかりの旧王子製紙真岡工場
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こ
の
工
場
跡
を
見
下
ろ
す

高
台
に
、
高
さ
６
尺
程
の
鎮

魂
碑
が
あ
る
。
１
９
９
５
年

８
月
に
真
岡
町
関
係
者
有
志

が
建
て
た
も
の
だ
。
寄
付
者

７
０
０
名
ほ
ど
の
氏
名
と
共

に
、
新
王
子
製
紙
、
日
本
製

紙
、
本
州
製
紙
、
北
海
道
拓

殖
銀
行
、
福
島
石
油
、
丸
茶

の
企
業
名
、
全
国
樺
太
連
盟
、
東
京
真

岡
会
、
札
幌
真
岡
会
、
苫
小
牧
真
岡
会
、

真
岡
中
学
校
東
京
同
窓
会
、
真
女
同
窓

会
五
月
会
、
真
岡

一
校

・
四
校
の
会
、

真
岡
二
校
の
会
、
真
岡
三
校
会
、
札
幌

真
岡
中

・
女
学
校
同
窓
会
、
真
岡
中

・

女
学
校
同
窓
会
、
札
幌
真
岡

一
校
の
会
、

岡
崎
工
業
団
地
協
同
組
合
、
の
企
業
団

体
名
の
記
載
が
あ
る
。
碑
文
は

「
こ
こ

に
眠
る
諸
霊
を
鎮
め
平
和
と
友
好
を
祈

念
し
　
真
岡
町
関
係
者
有
志
が
望
郷
の

想
い
を
こ
め
て
こ
の
碑
を
建
立
し
た
」

と
日
露
両
言
語
で
書
い
て
あ
る
。
祖
父

の
墓
が
わ
か
ら
な
い
た
め
兄
と
と
も
に

こ
の
鎮
魂
碑
を
墓
石
と
思

っ
て
お
参
り

を
し
た
。

次
に

「展
望
台
」
に
向
い
、
着
い
た

と
い
う
の
で
驚
い
た
。
確
か
に
真
岡
港

を

一
望
で
き
る
の
だ
が
、
坂
の
途
中
の

駐
車
で
き
る
空
地
と
い
う
程
度
。
背
後

に
は
、
大
き
な
ア
パ
ー
ト
が
立

っ
て
い

て
、
い
く
つ
か
の
窓
か
ら
人
が
顔
を
出

し
て
い
る
。
港
を
展
望
し
て
い
る
我
々

を
背
後
か
ら
展
望
し
て
い
る
の
だ
。
港

よ
り
も
そ
ち
ら
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま

う
。
外
壁
は
樺
太
ら
し
く
殺
風
景
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
色
で
手
す
り
な
ど
は
錆
び

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
窓
辺
の
鉢
植

え
が
美
し
く
見
え
る
。
本
当
に
花
が
好

き
な
国
民
だ
ｃ
港

へ
目
を
転
じ
る
と
、

大
陸
ワ
ニ
ノ
と
真
岡
を
結
ぶ
旅
客
フ
ェ

リ
ー
連
絡
船
が
係
留
さ
れ
て
い
た
。
大

陸
と
樺
太
は
軌
道
規
格
が
異
な
る
た
め

真
岡
で
台
車
交
換
を
す
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
。
現
在
は
樺
太
鉄
道
の
広
規
格

化
を
進
め
て
い
る
の
で
い
ず
れ
交
換
も

必
要
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
港
に
は
荷
役

ク
レ
ー
ン
の
数
が
６
基
、
港
外
に
大
型

貨
物
船
が
停
泊
し
物
流
の
重
要
拠
点
と

な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

市
内
高
台
に
あ
る
真
岡
神
社
跡
地

ヘ

移
動
し
た
。
樺
太
神
社
同
様
鳥
居
、
拝

殿
本
殿
の
社
は
な
く
、
す
り
減

っ
た
石

段
に
だ
け
過
去
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
ち
ら
の
社
跡
に
は
５
階

建
て
の
サ
ハ
リ
ン
船
舶
会
社
の
ビ
ル
が

建

っ
て
い
る
。
社
の
痕
跡
は
何
も
な
い
。

駐
車
場
わ
き
に
馬
頭
観
音
の
台
座
だ
け

が
ぽ
つ
ん
と
残

っ
て
い
た
。
昭
和
３
年

５
月
８
日
、
田
中
文
治
ご
夫
婦
が
建
立

し
た
も
の
で
、
残
念
な
が
ら
所
々
剥
が

れ
落
ち
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
は

な
い
。

映
画

「樺
太
１
９
４
５
年
夏
　
氷
雪

の
門
」
で
有
名
な
真
岡
郵
便
電
信
局
の

女
性
電
話
交
換
手
９
名

の
悲
劇
は
ご
存

じ
だ
ろ
う
。
１
９
４
５
年
８
月
２０
日
、

玉
音
放
送
後
も
戦
闘
が
続

い
て
い
た
樺

太
に
ソ
連
軍
が
上
陸
し
た
当
日
、
引
上

げ
を
せ
ず
真
岡
郵
便
電
信
局
に
残
留
し

て
い
た
９
名

の
女
性
電
話
交
換
手
は
青

酸
カ
リ
で
集
団
自
決
し
た
。
極
限
状
態

で
の
大
人
た
ち
の
身
勝
手
と
も
思
え
る

言
動
と
自
決
に
至
る
経
緯
を
知
る
と
、

「
み
な
さ
ん
　

」ヽ
れ
が
最
後
で
す
。
さ

よ
う
な
ら
、
さ
よ
う
な
ら
」
の
最
後

の

通
信
に
は
何
度
接
し
て
も
日
頭
が
潤
む
。

は
る
か
に
カ
ラ
フ
ト
を
望
む
稚
内

の

「
稚
内
公
園
」
に
は
昭
和
天
皇
、
香
淳

皇
后

の
歌
碑
が
立

つ
。

御
製

樺
太
に
　
命
を
す
て
し
　
た
を
や
め

の心
を
思

へ
ば
　
む
ね
せ
ま
り
く
る

御
歌

樺
太
に
　
つ
ゆ
と
消
え
た
る
　
乙
女

ら
の

み
た
ま
や
す
か
れ
と
　
た
だ

い
の
り

ぬ
る

真
岡
郵
便
電
信
局
は
真
岡
の
中
心
街

に
あ

っ
た
が
、
現
在
は
高
層

（１０
階
建
）

日本の有志による鎮魂碑

馬頭観音の台座だけが残っていた(日真岡神社 )
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労
働
者
住
宅
が
建

っ
て
お
り
、
１
階
は

「
ロ
シ
ア
貯
蓄
銀
行
」
の
店
舗
と
な

っ

て
い
る
。　
一
見
で
は
郵
便
局
の
痕
跡
は

全
く
見
当
た
ら
な
い
が
、
添
乗
員
さ
ん

の
話
に
よ
る
と
、
建
物
の
土
台
は
そ
の

当
時
の
ま
ま
と
の
こ
と
。　
一
応
土
台
部

分
に
レ
ン
ズ
を
向
け
た
。

フ
エ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ト
イ
レ
が

利
用
で
き
る
と
い
う
の
で
、
行

っ
て
み

た
。
金
属
探
知
機
横
の
女
性
係
員
（若

い
美
人
）
に
入

っ
て
い
い
か
と
指
で
確

認
し
、
薄
暗
い
建
物

へ
入
る
。
ト
イ
レ

ヘ
行

っ
て
み
た
が

で
つ
っ
―
こ

と

一
瞬

息
を
飲
む
。
和
式
の
水
洗
な
の
だ
が
、

バ
ケ
ツ
に
水
が
汲
ん
で
あ
リ
ブ
ラ
シ
が

入

っ
て
い
る
。
小
の
用
足
し
を
し
て
水

を
流
し
た
が
水
流
が
細
い
。
小
で
は
な

い
時
に
使
用
す
る
バ
ケ
ツ
と
ブ
ラ
シ

か
？
　
ト
イ
レ
は
イ
ン
フ
ラ
と
上
下
水

道
の
現
状
を
物
語

っ
て
い
る
。
州
都
豊

原
よ
り
も
さ
ら
に
整
備
が
遅
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
大
型
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

は
ま
だ
安
心
し
て
入
れ
る
レ
ベ
ル
に
あ

フ一
。自

由
市
場

へ
行

っ
て
み
た
。

１９
万
都

市
の
豊
原
と
比
較
す
る
と
か
な
り
小
規

模
だ
。
肉
は
冷
蔵
施
設
の
あ
る
店
舗
で

売
ら
れ
て
い
る
が
、
魚
介
類
は
氷
も
な

一

く
常
温
の
露
店
で
平
気
で
売
ら
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
１
万
円
以
上
は
し
よ
う

か
と
思
わ
れ
る
毛
蟹
が
１
０
０
０
円
程

度
で
売
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
脇
に
生

の
鱒
等
が
か
な
り
強
烈
な
匂
い
を
発
し

て
積
ま
れ
て
お
り
、
購
買
意
欲
を
削
い

で
い
る
。

ベ
リ
ー
類
と
キ
ノ
コ
は
真
岡
で
も
種

類
、
三里
と
も
に
豊
富
だ
。
先
の
鮮
魚
↑
↓

店
の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
全
般
的
に

豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

豊
原
と
変
わ
り
は
な
い
。

真
岡
に
は
実
質
３
時
間
半
程
度
の
滞

在
な
が
ら
、
豊
原
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
観
光
が
出
来
た
。

祖
父
の
没
し
た
地
を
訪
れ
た
満
足
感
と
、

日
本
が
消
え
て
ゆ
く
寂
し
さ
を
強
く
感

じ
な
が
ら
、
熊
笹
峠
の
登
り
坂
に
向

っ

た
。三

日
目
の
デ
ィ
ナ
ー
は
、
高
級
グ
ル

ジ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン

「
バ
グ
ラ
チ
オ
ン
」
。

ピ
ョ
ー
ト
ル

・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
ビ
ッ
チ

・

バ
グ
ラ
シ
オ
ン
（１
７
６
５
～
１
８
１

２
）
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
の
ロ
シ
ア

帝
国
の
将
軍
で
、
「
ホ
ラ
ボ
ル
ム
の
戦

い
」
「
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
戦
争
」
等
で
知

ら
れ
る
英
雄
。
「戦
争
と
平
和
（ト
ル
ス

ト
イ
と

に
も
登
場
す
る
。

）

骨
ご
と
引
い
た
挽
肉
の
ス
ー
プ
、
ホ

ロ
ジ

ェ
ッ
ツ
（者
（凝
り
）
、
シ
ャ
リ
ク
（バ

ー
ベ
キ

ュ
ー
）
。
よ
く
あ
る
旅
番
組
の

タ
レ
ン
ト
の
よ
う
に
表
現
力
が
乏
し
く

て
申
し
訳
な
い
が
、
旨
い
―

樺
太
で
の
食
事
は
こ
れ
ま
で
大
満
足
。

外
れ
が
な
い
。
バ
グ
ラ
シ
オ
ン
の
ウ
ェ

イ
タ
ー
は
み
ん
な
若
く
て
ハ
ン
サ
ム
、

礼
儀
も
良
い
。
他
の
店
と
違

っ
て
ち
ょ

っ
と
し
た
笑
み
も
見
せ
る
。
や
は
り
、

外
国
人
の
客
が
多
い
店
は
多
少
違
う
の

だ
。
食
事
中
、
若
い
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
が
外
国
人
と
と
も
に
入
店
し
て
き

た
。
サ
ハ
リ
ン
２
の
関
係
者
か
？
接
待

を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
で
当
た
り

前
に
み
る
光
景
だ
が
、
こ
ち
ら
で
見
る

と
新
鮮
な
感
じ
が
す
る
。
頑
張
れ
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
頑
張
れ
日
本
の
若

者
。い

よ
い
よ
最
後
の
豊
原
の
夜
。
森
進

一
の

「盛
り
場
ブ
ル
ー
ス
」
が
浮
か
ん

で
き
た
。
「ま
お
か
、
と
よ
は
ら
、
お

お
ど
ま
り
～
♪
」
。
豊
原
は
港
町
で
は

な
い
が
、
「樺
太
三
大
都
市
ブ
ル
ー
ス
」

と
で
も
言
お
う
か
語
呂
が
あ
う
。

ゲ
ル
メ
ス
と
い
う
日
本
語
と
円
が
通

用
す
る
土
産
物
店
で
は
、
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
や
琥
珀
製
品
等
の
ロ
シ
ア
で
馴
染

み
の
土
産
が
数
多
く
そ
ろ

っ
て
い
る
。

特
別
に
樺
太
土
産
と

い
う
も
の
に
は
気

が
付
か
な
か

っ
た
。

ル
ー
ブ
ル
を
使

い

尽
く
し
、
ホ
テ
ル
ヘ
戻

っ
た
後
、
連
日

歌
声
が
気
に
な

っ
て
い
た
ホ
テ
ル
裏
手

の
ガ
ガ
ー
リ
ン
公
園
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

ヘ
皆
で
出
か
け
た
。
中
年
の
男
性
歌
手

の
歌
声
に
惹
か
れ
、
蚊
が
う
る
さ
い
中

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

の
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
ラ
イ
ト
が

点
減
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
目
を
や
る
。
「
百

万
本
の
バ
ラ
」
等
、
日
本
で
も
お
な
じ

み
の
ナ
ン
バ
ー
を
加
え
て
ス
テ
ー
ジ
が

進
む
が
、
ベ
ッ
ド
で
聴

い
た
Ｆ
Ｍ
の
よ

う
に
、
実
に
趣
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
芸

術
の
国
だ
と
思
わ
せ
る
も

の
が
あ
る
。

我

々
が
日
本
人
と
わ
か

っ
た
の
だ
ろ

う
、
急
返
、
ザ

・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

「
恋

の
バ
カ
ン
ス
」
を
歌

っ
て
く
れ
た
。
嬉

し
か

っ
た
。
親
近
感
が
グ

ッ
と
湧

い
て

く
る
。

真
岡
旅
行
の
疲
れ
と
蚊
の
攻
撃
に
負

け
て
、
早
め
に
ホ
テ
ル
ヘ
退
散
。
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
ん
で
〆
と
し
た
。

翌
朝
８
時
、
大
泊
に
向
け
て
ホ
テ
ル

を
発

つ
。

７２
時
間
限
定

の
ビ
ザ
な
し
ツ

ア
ー
な
の
で
遅
れ
は
許
さ
れ
な

い
。
個

人
の
都
合
で
遅
れ
る
と
不
法
滞
在
で
大
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問
題
に
な
る
。
大
泊
港
到
着
時
と
同
じ

出
入
国
管
理
事
務
所

へ
。
狭
い
事
務
所

と
あ
の
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
が
入

っ
た
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
の
乗
船
で
あ
る
か
ら
時
間

が
か
か
る
の
は
党
悟
し
て
い
た
が
、
手

荷
物
検
査
に
並
ん
で
い
る
と
突
然
、
検

査
機
の
モ
ニ
タ
ー
を
監
視
し
て
い
た
係

官
が
い
な
く
な

っ
た
。
他
に
係
員
が
複

数
い
る
の
だ
が
誰
も
扱
お
う
と
し
な
い
。

‐５
分
程
経

っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
今
か
今

か
と
待
ち
わ
び
て
い
る
行
列
を
か
き
分

け
か
き
分
け
担
当
者
が
戻

っ
て
き
た
。

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
検
査
を
再
開

す
る
。
も
ち
ろ
ん
全
く
無
表
情
で
。
こ

れ
も
添
乗
員
が
言

っ
て
い
た

「
ロ
シ
ア

で
す
か
ら
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
」
の

一

つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
バ
ス
が

戻

っ
て
く
る
ま
で
待
合
室
が
混
雑
し
な

い
た
め
の
合
理
的
な
１５
分
で
あ

っ
た
の

か
。帰

り
の
船
内
も
１
０
０
円
ビ
ー
ル
と

ウ
オ
ッ
カ
で
酒
宴
が
始
ま

っ
た
が
、
往

路
よ
り
は
勢
い
が
な
い
。
ア
ニ
ワ
湾
の

静
か
な
海
と
ア
イ
ン
ス
宗
谷
の
心
地
い

い
エ
ン
ジ
ン
音
に
何
度
か
の
居
眠
り
を

繰
り
返
し
て
５
時
間
半
の
航
海
を
終
え
、

い
よ
い
よ
稚
内
港
入
港
と
い
う
時
、
船

内
に
は

っ
と
思
わ
せ
る
歌
が
流
れ
て
き

た
。

「
わ

っ
か
な

い
　
わ

っ
か
な

い
～

♪
」
心
に
し
み
る
。
第
ニ
コ
ー
ラ
ス
か

ら
は
日
本
語
に
な

っ
て
い
る
。
で
」
の

町
港
町
希
望
に
あ
ふ
れ
て
心
が
若

い
町
、

綺
麗
な
街
並
教
整

い
気
持
ち

い
い
こ
の

霧
晴
れ
の
町
、
こ
の
町
市
場
町
は
る
か

に
眺
め
る
サ

ハ
リ
ン
宗
谷
海
峡

の
町
、

寂
し
さ
和
ま
す
や
さ
し
さ
た
ず
ね
る
人

た
ち
の
来
る
こ
の
町
、
わ

っ
か
な

い

わ

っ
か
な
～
い
　
囲
ん
で
輪

の
町
に
い

て
　
わ

っ
か
な

い
　
わ

っ
か
な
～

い

幸
せ
喜
び
合

っ
て
」

日
本
語

の
感
じ
で
は
ロ
シ
ア
人
の
作

詞
か
？
　
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ
る
。

記
載
し
た
歌
詞
は
聞
き
取
り
で
あ
る
の

で
正
確
で
は
な

い
か
も
し
れ
な

い
が
、

ガ
ガ
ー
リ
ン
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
た
あ
の
哀
愁
が
よ
み

が
え
る
歌
だ
。
帰
国
し
て
色

々
と
探
し

て
み
た
。
樺
太
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
ヴ

レ
ー
ミ
ャ

・
ジ
ャ
ザ
が
歌
う

「
稚
内
」

と

い
う
曲
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

女
性
ボ
ー
カ
ル
が
歌
う
美
し
い
歌
だ
。

ロ
シ
ア
人
の
作

っ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が

嬉
し
い
。
海
外
旅
行
を
す
る
と
、
そ
の

日
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
帰
国
の
際
は
ホ

ッ
と
す
る
部
分
が
強

い
の
が
常
だ
が
、

今
回
は

「
ま
だ
帰
り
た
く
な

い
」
と

い

う
思

い
が
強
く
湧

い
た
。
「
稚
内
」
の

歌
が
さ
ら
に
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
。

皆
で
樺
太
に
行
こ
う
―

今
回
の
旅
行
で
強
く
感
じ
た
。
恥
ず

か
し
な
が
ら
、
自
分
の
父
の
生
地
、
祖

父
の
没
地
で
あ
る
の
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
ま
り
に
も
何
も
知
ら
な
い
自
分
に
気

づ
か
さ
れ
た
旅
だ

っ
た
。

樺
太
が
ロ
シ
ア
領
か
否
か
の
問
題
で

は
な
く
、
樺
太
は
地
理
的
に
、
歴
史
的

に
、
経
済
的
に
日
本
と
切
り
離
せ
な
い

隣
地
で
あ
り
、
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル

を
も

っ
て
今
ま
さ
に
羽
ば
た
こ
う
と
し

て
い
る
。

年
配
の
方
々
に
は
過
去
を
尋
ね
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
若
者

に
と

っ
て
は
極
め
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

が
待

っ
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
の
だ
が

一
般
的
に
は
関
心
が
薄
く
、
容
易
に
渡

樺
で
き
る
こ
と
も
知
ら
な
い
。
若
い
世

代
に
は
樺
太
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
世

代
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

今
は
ま
だ
多
く
の
樺
太
出
身
者
や
居

住
経
験
者
が
生
存
し
て
い
る
が
、
戦
後

７０
年
を
経
て
皆
さ
ん
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
命
あ
る
う
ち
に
、
子
や
孫
と
と

も
に
自
分
の
生
き
て
き
た
証
を
確
か
め

に
行
く
の
は
今
だ
。

そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
時
代
に
羽
ば

た
く
若
者
、
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
若
者

は
、
求
め
る
な
ら
２‐
世
紀
に
残
さ
れ
た

新
天
地
樺
太
。
行
く
な
ら
今
か
ら
だ
。

道
北
の
活
性
化
、
特
に
宗
谷
圏
の
活

性
化
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
進

む
中
、
札
幌
、
内
地
依
存
の
み
で
は
限

り
が
あ
る
ｃ
稚
内
市
は
地
理
的
に
宗
谷

海
峡
を
挟
ん
で
わ
ず
か
４２
キロ
離
れ
た
樺

太
に
向
け
て
開
い
て
い
る
。
内
地
は
地

理
的
に
は
７
０
０
キロ
離
れ
た
背
後
に
あ

る
。
や
は
り
樺
太
と
の
宗
谷
経
済
圏
に

注
目
し
、
ロ
シ
ア
の
極
東
投
資
に
密
着

し
開
発
を
支
援
し
成
長
を
取
り
込
む
こ

と
が
必
須
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は

国
の
進
め
る
地
方
創
生
の

一
つ
の
モ
デ

ル
に
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
旅

行
で
見
た
限
り
で
い
わ
せ
て
も
ら
う
と
、

現
状
の
ロ
シ
ア
の
極
東
投
資
は
ま
だ
表

面
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
留
ま
り
、
イ

ン
フ
ラ
投
資
を
含
む
本
格
的
な
開
発
に

は
至

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
掛
け

声
と
檄
、
単
な
る
予
算
付
け
だ
け
で
は

極
東
の
開
発
は
進
ま
な
い
。
日
本
の
持

つ
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
ず
必
要
と

な
る
。
そ
の

一
番
手
、
先
行
し
て
投
資

す
べ
き
は
水
イ
ン
フ
ラ
だ
ろ
う
。
で
き

る
だ
け
早
い
う
ち
が
良
い
。

ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
日
本
が
そ
の
存

在
を
示
す
チ
ャ
ン
ス
だ
。
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コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
君
と
い
う
名
前
を

知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
１
９
９
０
年
、

当
時
３
歳
だ

っ
た
豊
原
在
住
の
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ン
君
が
熱
湯
で
全
身
９０
％
に
及

ぶ
重
度
の
火
傷
を
負
い
、
症
状
が
重
く

３
日
の
命
と
み
ら
れ
て
い
た
。
当
時
豊

原
を
訪
れ
て
い
た

一
般
の
日
本
人
が
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、
北
海
道
庁
国
際

交
流
課
係
長
に
救
援
を
依
頼
、
国
際
交

流
課
係
長
が
サ
ハ
リ
ン
州
知
事
を
説
得

し
て
、
正
式
な
救
援
中
請
を
取
り
付
け
、

札
幌
医
科
大
学
の
医
師
、
千
歳
航
空
基

地
所
属
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
名
を
含
む
総

勢
‐３
名
の
チ
ー
ム
が
、
外
務
省
の
仮
上

陸
許
可
を
得
て
丘
珠
空
港
を
飛
び
立

っ

た
。
ソ
連
側
も
承
知
と
は
い
え
、
当
時

は
冷
戦
ま

っ
た
だ
中
、
し
か
も
樺
太
西

方
沖
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
で
東
西
の

緊
張
が
高
ま

っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

ソ
連
側
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
危
険
が
な

い
と
は
言
え
な
い
中
、
Ｙ
Ｓ
Ｈ
に
よ
る

決
死
の
救
援
作
戦
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ

つヽ
。機

中
で
の
初
期
治
療
と
困
難
な
手
術

の
結
果
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
君
は
死
の

淵
か
ら
生
還
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

救
援
劇
で
あ

っ
た
。
日
本
と

ソ
連

の

様
々
な
障
害
を
越
え

「少
年
の
命
を
助

）

け
た

い
、
助
け
る
―
」
と

い
う
純
粋
な

一
心
が
国
を
動
か
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

や
国
境
を
超
越
し
て
チ
ー
ム
が
形
成
さ

れ
た
の
だ
。

「
国
が
違

っ
て
い
て
も
困

っ
た
こ
と

が
あ

つ
た
ら
人
間
は
助
け
合
え
る
の
だ

と
思

い
ま
す
」
ｃ
母
親

の
タ
リ
ー
ナ
さ

ん
の
言
葉
だ
。
「
遠
く

の
親
戚
よ
り
も

近
く
の
他
人
」
と

い
う
諺
が
日
本
に
あ

る
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
隣
人
は
常
に
隣
に
い
る
。
関
係
を

断

つ
こ
と
は
で
き
な

い
。

樺
太
ゆ
か
り
の
有
名
人
は
、
昭
和
の

名
横
綱
大
鵬
、
城
卓
也
、
せ
ん
だ
み
つ

お
、

ユ
セ
フ

・
ト
ル
コ
、
若
山
弦
蔵
、

輪
島
功

一
等

々
、
大
変
に
多

い
。
宮
沢

）

賢
治
も
教
師
と
し
て
渡
樺
歴
が
あ
る
。

身
近
な
樺
太
を
政
治
の
問
題
だ
け
で
た

だ
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

一
般

ベ
ー
ス
で
は
双
方
が
交
流
を
望
ん
で
い

る
。
樺
太

へ
行
こ
う
―

９
月
２４
日
で
２
０
１
４
年
の
ビ
ザ
な

し
７２
時
間
渡
航
期
間
は
終
わ

っ
た
。

船
出
前
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
渡
航
許
可
が
取
り
消
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
よ
ぎ

っ
て
い
た
が
、
無
事
に
、
充
実
し
た
旅

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
直
前

に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
、
日
本
の
捕
鯨

団
付
監
視
船
が
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
に

拿
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
。

船
内
で

「妙
に
軍
艦
が
多

い
ね
」
と
話

し
て
い
た
が
、
こ
の
事
件
が
関
係
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
緊
張
が
続
い
て
い
る

現
実
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、
今
回
、

真
岡
の
製
紙
工
場
跡
地
を
み
て
涙
し
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
す
と

来
年
以
降
も
ま
た
樺
太
と
の
交
流
が
末

永
く
太
く
続
く
こ
と
を
願
う
。

樺
太
旅
行
は
北
都
観
光
株
式
会
社
の

米
田
専
務
に
頼
む
と
良
い
。
樺
太
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
た
め
、
希
望
に
あ

っ

た
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
く
れ
る
。
「釣
り

ツ
ア
ー
（
ハ
ン
タ
ー
付
と

等
の
実
績
も

あ
る
ら
し
い
。
今
回
の
旅
で
は
、
東
京

稚
内
会
の
小
坂
会
長
、
稚
内
市
の
工
藤

市
長
、
建
設
産
業
部
の
日
向
寺
部
長
、

観
光
交
流
課
の
渡
辺
課
長
、
佐
藤
サ
ハ

リ
ン
課
長
、
稚
内
市
サ
ハ
リ
ン
事
務
所

の
渡
辺
所
長
、
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
皆
さ
ん
が
稚
内
に
対
す
る
郷

土
愛
と
同
じ
よ
う
に
樺
太
を
愛
し
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
。

「
わ

っ
か
な
い
　
わ

っ
か
な
～
い
♪
」

今
も
耳
に
思
い
出
が
響
く
。

（を死
）

記念撮影
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